
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、　

市
で
は
様
々
な
事
業
を
と
お
し
て
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

「
食
」に
感
謝
、み
ん
な
で
い
た
だ
く
大
村
の
め
ぐ
み
！

「
食
」に
感
謝
、み
ん
な
で
い
た
だ
く
大
村
の
め
ぐ
み
！

大村の食が凄い !
知っていますか ?

頑張っている
嬉しいニュース !

令和５年１月
第16号

●
第
16
回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園 

特
別
賞（
21
世
紀
構
想
研
究
会
）受
賞

●
第
16
回
全
国
高
校
生
食
育
王
選
手
権
　
　
　
　
　
　
　
　  

向 

陽 

高 
校

　

長
崎
県
大
村
市
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
佐
田
マ
キ
栄
養
教
諭
が
、
学

校
給
食
の
献
立
や
食
育
事
業
を
競
う
第
16
回「
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
」

で
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
特
別
賞
（
21
世
紀
構
想
研
究
会
）」
を
見
事

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
理
員
特
別
賞
に
岩
永
慎
也
さ
ん
も
見
事

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
大
村
中
学
校
１
年
生
が
考
え
た
献
立
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
、
玖
島
中
学
校
２
年
生
が
作
っ
た
『
玖
島
バ
ジ
ル
』
を

活
用
。
３
２
０
０
食
の
大
量
調
理
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
作
り
感

の
あ
る
温
か
な
献
立
。
５
分
間
の
食
育
授
業
内
容
に
お
い

て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
づ
け
、
大
村
の
主
要
農
産
物
で
あ

る
地
場
産
物
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の

削
減
、
気
候
変
動
の
抑
制
等
、
教
育
活
動
と
深
く
か
か

わ
っ
た
食
育
の
展
開
が
評
価
さ
れ
、
食
育
授
業
優
秀
賞
も

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
三
人
一
組
で
食
や
食
育
で
競
う
こ
の
大
会
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
【
食
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

〜
ふ
る
さ
と
の
食
を
未
来
へ
〜
】
で
す
。
全
国
１
９
５
チ
ー
ム
の
中
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

８
チ
ー
ム
で
11
月
13
日（
日
）に
福
井
県
で
決
勝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。“C‘

e
n
t b
o
n
 

K
O
Y
O

（
セ
ボ
ン
向
陽
）”

で
参
加
し
た
向
陽
高
校
調
理
科
二
年
生
は
、課
題
料
理
二
品
の
う
ち
、

一
品
目
は
地
産
地
消
や
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
、
食
品
ロ
ス
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
盛
り
込
ん
だ

「
和
な
茶
な
ア
ジ
の
皿
う
ど
ん
」
を
提
案
。
麺
は
、
そ
の
ぎ
茶
を
米
粉
に
練
り
込
ん
だ
自
家
製

麺
を
作
り
ま
し
た
。
二
品
目
は
長
崎
の
卓
袱
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
卓
袱
サ
ラ
ダ
パ
フ
ェ
」

で
す
。
野
菜
不
足
も
補
う
こ
と
が
で
き
る
断
面
映
え
の
美
し
い
一
品
で
す
。
長
崎
の
特
産
や
郷

土
料
理
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
元
を
ア
ピ
ー
ル
し
、６
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

大
村
市
立
玖
島
中
学
校
に
て
、
10
月

７
日（
金
）
３
年
生
の
起
業
体
験
学
習「
く

し
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
起

業
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る

た
め
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

生
徒
が
株
式
会
社
を
作
り
、
事
業
説
明

を
行
い
、
株
券
を
発
行
し
ま
し
た
。「
お

お
む
ら
の
魅
力
を
発
見
！
」
し
て
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
久
原
の
丘
か
ら
未
来
を
創

る
！
」
を
掲
げ
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

商
品
は
、
規
格
外
み
か
ん
を
無
駄
に
せ

ず
に
活
用
し
た「
み
か
ん
ジ
ャ
ム
」や「
バ

ス
ボ
ム
」、
地
元
長
崎
県
産
煮
干
し
を
活

用
し
て
地
域
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
考
え
た
「
煮
干
し
の
お
つ
ま
み
（
カ

レ
ー
味
）」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月

７
日
（
金
）
の
他
に
、
10
月
23
日
（
日
）
に

も
３
会
場
（
コ
レ
モ
横
広
場
、
三
浦
か

ん
さ
く
会
館
、鈴
田
出
張
所
）
で
実
施
し
、

多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
盛
況
で
終
了

し
ま
し
た
。
２
年
生
は
「
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ

Ｗ
玖
島
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。令
和
５
年
１
月
15
日（
日
）に
、

大
村
市
内
で
パ
ン
を
販
売
し
て
い
る
お

店
を
誘
致
し
て
「
お
む
パ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

が
玖
島
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
玖
島
中
学
校
起
業
体
験
学
習

　
　
　
　「
く
し
マ
ル
シ
ェ
」

●
地
産
地
消
で
オ
ー
ル
お
お
む
ら
給
食
！

●
地
産
地
消
で
オ
ー
ル
お
お
む
ら
給
食
！

　

植
松
保
育
園
で
は
毎
月
、
郷
土
料
理
の
給
食
の
日
に
、
日
本

各
地
の
特
産
を
使
っ
た
料
理
や
食
体
験
を
通
し
て
、
風
土
や
文

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
献
立
に
し
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に

学
び
な
が
ら
給
食
を
食
べ
て
い
ま
す
。
今
回
は
地
元
、
大
村
市

の
食
材
の
み
を
使
っ
た
『
オ
ー
ル
お
お
む
ら
給
食
』。
子
供
た
ち

は
散
歩
の
途
中
で
見

る
畑
の
野
菜
や
、
園

の
農
園
で
育
つ
野
菜

を
日
頃
か
ら
身
近
に

感
じ
て
は
い
ま
し
た

が
、
一
日
の
給
食
で

使
う
食
材
全
て
、
大

村
産
と
言
う
こ
と

で
、
調
理
前
に
食
材

を
見
せ
る
と
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

甘
夏
の
酸
っ
ぱ
さ
や
、
天
丼
に
の
っ
た
と
う
も

ろ
こ
し
の
甘
さ
な
ど
、
味
わ
う
こ
と
も
多
か
っ
た

よ
う
で
、
新
鮮
な
食
材
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
生
産

者
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
み
ん
な
で

『
い
た
だ
き
ま
す
』
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。

これから
も

給食セン
ターを

身近に感
じられる

様な、給
食作り

に努めて
行き

ます。

●青菜シラス黒米
きびごはん　
●彩り野菜添え
●玖島バジルトマ
トソースのミート
ローフ　●牛乳
●ポテトとパンプ
キンのゴロゴロポ
タージュ

献立

優
勝
優
勝



第４次大村市食育推進計画

～「食」に感謝、みんなでいただく大村のめぐみ！～

令和４年３月

大村市食育推進市民会議

●『
第
４
次
大
村
市
食
育
推
進

　
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
理
念

「
食
」に
感
謝
、

 

み
ん
な
で
い
た
だ
く

    

大
村
の
め
ぐ
み
！

　

食
育
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
高

校
生
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

を
分
析
評
価
し
、
第
４
次
大
村

市
食
育
推
進
計
画
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
朝
食
欠
食
や
、

野
菜
の
摂
取
不
足
な
ど
の
栄
養

の
偏
り
、
食
習
慣
の
乱
れ
に
よ

る
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
全

て
の
年
代
へ
食
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

　

令
和
２
年
度
に
食
育
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、１
，２
２
７

人
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
回
収
率
40
・
９
％
）
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
抜
粋
掲
載
し
ま

す
。
な
お
、
第
４
次
計
画
は
大

村
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

●
楽
し
い
食
生
活
改
善
推
進
員
活
動

　

大
村
に
は
地
域
で
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

る
、
食
生
活
改
善
推
進
員
（
通
称
食
改
さ
ん
）
が
、
１
２
０
名
い

ま
す
。
毎
年
、
い
ろ
ん
な
食
の
知
識
を
取
り
入
れ
る
講
座
や
研
修

会
に
参
加
し
、
地
域
に
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

創
業
１
３
６
年
森
洋
海
堂
の
森
　
晶
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、
和
菓
子
に
込
め
ら
れ
た

日
本
の
四
季
と
奥
ゆ
か
し
さ
を
体
験
し
ま

し
た
。

2
韓
国
料
理
を
本
場
の
朴
氏
よ
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食育活動の情報をお寄せください

　皆様の地域、団体、学校等にお
ける食育の取り組みやイベントで、
食育かわら版や市ホームページな
どに掲載可能な情報がありました
ら下記までお知らせください。  
※写真も大歓迎です。

発行元

TEL

E-mail

大村市福祉保健部
　国保けんこう課
　　健康づくりグループ

0957-53-4111

FAX 53-5572

kokuho@city.omura.nagasaki.jp

https://www.city.omura.nagasaki.jp
ホームページ

野菜を食べる頻度（年代別） 野菜を食べる頻度

1日2回以上、主食・主菜・副菜を3つ揃えて食べる頻度

1日2回以上、主食・主菜・副菜を3つ揃えて食べる頻度（年代別）

10代
（19歳）

20代

30代

40代

50代

60代

70代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎食 1日に1～2食 無回答週に4～5日 週に2～3日程度 ほとんど食べない

ほとんど毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない 無回答

0%

1%

1%

2%

2%

1%

0%

11.1% 55.6% 11.1% 16.7%

42.2% 31.1% 15.6% 10.0%

43.9% 39.4% 7.2% 8.3%

52.9% 32.8% 7.4%4.4%

53.6% 26.4% 9.6% 7.5%

38.9% 11.1% 27.0% 22.2%

30.0% 31.1% 24.4% 14.4%

36.1% 26.7% 20.0% 16.7%

46.6% 19.1% 23.0% 11.3%

49.0% 20.1% 18.4% 11.3%

62.8% 20.5% 8.4% 5.4%

69.8% 13.9% 11.5%
2.4%

55.2% 29.7% 6.7%4.6%

56.0% 27.8% 4.8% 9.1%

（出典:R2食育市民アンケート）※年代不明及び無回答は除く

（出典:R2食育市民アンケート）

ほとんど毎食

1日に1～2食

週に4～5日
週に
2～3日程度
ほとんど
食べない

10代
（19歳）

20代

30代

40代

50代

60代

70代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0%

0%

1%

0%

1%

2.9%

2%

ほとんど毎日

週に4～5日

週に2～3日

ほとんどない

無回答

60%

40%

20%

0%

60%

40%

20%

0%

51.4%

31.1%

7.7% 7.2%
1.3% 1.3%

52.3%

20.3% 16.5%
9.5%

1.4%

　 「ほとんど毎食
」 野菜を食べてい

る人、 

「ほとんど毎日」 主
食・主菜・副菜を揃

えて

1日2回以上食べて
いる人、の割合は5割

を超

えています。 しかし
、年代別にみると、い

ずれ

も10代～30代の若
い世代において、そ

の割

合は低くなっていま
す。 これからも、広報

誌や

インターネットなど
を活用し、食に関する

正し

い情報を発信してい
きます。

あなたも

食改さ
ん

になりませんか?

1

。


